
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

楮山
かじやま

ヒロ子さんを知っていますか？ 

核兵器の惨禍を伝えるシンボルとして知られる原爆ドームですが、当時市民の一部からは「見るたび

に原爆投下時の惨事を思い出すので、取り壊してほしい。」など取り壊しを望む声もあり、長い間保存と

取り壊しの方針が決まらないままでした。 

保存運動が本格化したきっかけと言われているのが、１歳の時、爆心地より 1.25ｋｍ離れた広島市平

塚町で被爆し、その後府中町で暮らし、16歳の時に白血病で亡くなった楮山
かじやま

ヒロ子さんが残した日記

でした。 

1959(昭和 34)年８月６日付け 楮山
かじやま

ヒロ子さんの日記 

８月６日 ８時１５分、平和の鐘がなり響き、外国代表のメッセイジを読み終り、 

１４年前のこの日この時に、広島民の胸に今もまざまざと記憶されている 

おそるべき原爆が１４年たった今でも、いや一生がい焼き残るだろう。 

そうして、２０世紀以後はわすれられて、記念碑に書かれた文字だけと、 

あのいたいたしい産業奨励館（現原爆ドーム）だけがいつまでも 

おそるげん爆を世にうったえてくれるだろうか。(以後略)  

楮山
かじやま

ヒロ子さんの生い立ち 

１９４４（昭和１９）年１月  誕生。 

１９４５（昭和２０）年８月６日 生後１年７か月の時、爆心地より 1.25ｋｍ離れた広島市平塚町で被爆。

その後親戚を頼り安芸郡府中町山田に転居。 

１９５０（昭和２５）年４月  広島県安芸郡府中町立府中小学校入学。 

６年生の頃、府中町山田より同町鹿籠の町営住宅に転居。 

１９５６（昭和３１）年３月  同小学校卒業。 

１９５６（昭和３１）年４月  広島県安芸郡府中町組合立府中中学校入学。 

（組合立とは当時、温品・戸坂・中山・府中の４つの町が合同で設立した 

もの。中学校は府中町にあった。） 

１９５９（昭和３４）年３月  同中学校卒業。 

１９５９（昭和３４）年４月  広島県安佐郡祇園町私立大下学園祇園高等学校入学。 

１９６０（昭和３５）年４月５日 同校２年次進級後、１６歳３か月にて急死。 

出典：「原爆ドームと楮山
かじやま

ヒロ子」 寺田正弘・中村秀次・吉村勝文 著     

 

※ 詳しくは「府中町ゆかりの原爆資料展～未来へつなごうこの思い～」をぜひご覧ください。 

 

 

 
楮山国人、楮山キミ子寄贈（広島平和記念資料館 所蔵） 

「府中町ゆかりの原爆資料展～未来へつなごうこの思い～」 

展示資料を少しだけご紹介 



 

 

 

 

 

 

府中町では、昨年の被爆８０年事業に続いて、被爆の悲惨さや平和の尊さを未来へ伝えつなぐ 

取組みを継続的に行います。今年度は、次の式典やイベント、展示等を行いますので、 

ぜひご参加いただき、平和について考えるきっかけにしていただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
（府中町平和の標語）   

令和 8年度の平和に関する行事・イベント・展示等について 

 

 

 

 

● 府中町原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式 

日 時：8月 6日（木）８：００～８：３０ 

場 所：原爆死没者慰霊碑前（役場前河川敷） 

対 象：どなたでも 

内 容：原爆死没者のご冥福を祈り、核兵器のない世界の恒久平和実現のため、原爆死没者慰霊式・

平和祈念式を開催します。献花や町内小中学校の児童生徒による折鶴奉献及び平和へのメッ

セージ等を行います。 

問い合わせ：総務課庶務係（☎286-3131） 

● 黙とうをささげましょう 

日 時：◆8月 6日（木）午前 8時 15分（広島に原爆が投下された日時） 

      ◆8月 9日（日）午前 11時 2分（長崎に原爆が投下された日時） 

      ◆8月 15日（土）正午（終戦記念日） 

内 容：上記の日時に町内全域で 1分間のサイレンを鳴らします。原爆・戦争で亡くなられた方々に 

哀悼の意を表し、あわせて世界恒久平和の実現を祈り、黙とうをささげましょう。 

問い合わせ：総務課庶務係（☎286-3131） 

● 府中町ゆかりの原爆資料展 ～未来へつなごう この思い～ 

日 時：7月 7日（火）～８月１４日（金） ８：３０～１７：１５（最終日は 15：00 まで） 

※土・日・祝日を除く 

場 所：府中町役場 2階ロビー 

対 象：どなたでも 

内 容：府中町で育ち、生前に綴った日記が原爆ドーム保存活動のきっかけとなった楮山
かじやま

ヒロ子さんの

資料や、水分峡から撮影したきのこ雲の写真、被爆地である茂陰など、府中町ゆかりの原爆関

連の資料を展示します。 

問い合わせ：総務課庶務係（☎286-3131） 

 

 

 

 
【府中町 HP: 
 原爆資料展】 

 

 

 
【府中町 HP: 
特設サイト】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 平和・戦争関連図書の展示 

日 時：６月２6日（金）～ 8月 26日（水） １０：００～２０：００ （土・日・祝日は 18：00 まで） 

※図書館の休館日を除く。休館日については図書館カレンダーをご覧ください。 

場 所：府中町立図書館 

対 象：どなたでも 

内 容：児童を対象にした平和・戦争関連図書を展示、紹介します。 

問い合わせ：府中町立図書館（☎286-3405） 

 

● 平和の伝承 〜 安芸府中高校生徒のメッセージ 〜 

日 時：① 8月 1日（土）～30日（日） 9：00～17：00 ※月曜日休館   

② 8月 8日（土）13：00～15：00 

場 所：府中町歴史民俗資料館（府中公民館内）2階ギャラリー 

対 象：どなたでも 

内 容：①・安芸府中高校全生徒（17 クラス・586人）の平和に関するメッセージを展示します。 

・安芸府中高校所有の佐々木禎子さん紙芝居原画・平和パネルを展示します。 

・安芸府中高校の生徒（有志）が原爆の日に平和公園で実演する紙芝居の動画を放映 

します。 

・「魅和鶴（廃棄マニキュアで平和メッセージなどを描いた折鶴）」を展示します。 

②「魅和鶴」の作り方のワークショップを開催します。 

問い合わせ：府中町歴史民俗資料館（☎286-3260） 

 

● 原爆詩の朗読会と家族伝承講話 

日 時：８月１日（土）１０：００～１２：００ 

場 所：府中南公民館ホール 

対 象：どなたでも 

内 容：原爆詩の朗読  町内小学生のみなさん、新田弘子さん・宮﨑清子さん（朗読の会「藍」） 

家族伝承講話  稲艸
いなくさ

まゆみさん（広島平和文化センター家族伝承者） 

問い合わせ：府中南公民館（☎286-3277） 

 

● 平和を広めるおはなし会 

日 時：８月８日（土） １３：３０～１５：００ 

場 所：府中公民館２階小ホール 

対 象：小学生以上 

内 容：・紙芝居「白旗をかかげて」の上演、絵本「朗読詩 ひろしまの子」の朗読を行います。 

（読み手：中村 竜也さん） 

・絵本「ドームがたり」及び原爆の詩の朗読をします。     （読み手：恵村 栄子さん） 

・魅和鶴（廃棄マニキュアで平和メッセージなどを描いた折鶴）の紹介をします。 

問い合わせ：府中公民館（☎286-3276） 

 

 

 

 
【府中町 HP: 
図書館】 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「ヒロ子の日記～原爆ドーム保存秘話～」上映会 

日 程：7月 5日（日）  

場 所：くすのきプラザ 1階ギャラリー 

対 象：どなたでも（①②は定員 50人程度。手話通訳あり。） 

内 容：① 紙芝居「原爆の子さだ子の願い」 １３：００～１３：３０ 

紙芝居「原爆の子さだ子の願い」の上演を行います。（読み手：中村竜也さん） 

      ② 「ヒロ子の日記～原爆ドーム保存秘話～」上映会 １３：３０～１５：００ 

府中町で育ち、生前に綴った日記が原爆ドーム保存活動のきっかけとなった楮山
かじやま

ヒロ子さん

について、元 NHKアナウンサーの出山知樹さんが自主制作した映画を、出山さんご本人に

よる解説とともに上映します。（講師：元 NHKアナウンサー 出山知樹さん） 

      ③ 「府中町ゆかりの原爆資料展～未来へつなごうこの思い～」 １３：００～１７：００ 

          楮山
かじやま

ヒロ子さんの資料や、水分峡から撮影したきのこ雲の写真など、府中町ゆかりの原爆関

連の資料を展示します。  

  問い合わせ：総務課庶務係（☎286-3131） 

企画・制作：「原爆ドームとヒロシマ」実行委員会 

※ ②の上映会中、映画の視聴が難しいお子様向けに、隣接の 

展示コーナーで折り鶴体験や読み聞かせも行っています。 

 

 

 
【府中町 HP: 
上映会】 


